
４年次

ねらい

学修目標

１． 患者を全人的に理解し、患者・家族と良好な人間関係を確立することの重要性を理解する。(Ⅳ-1）

２． チーム医療の重要性を理解し、その構成員としての役割を理解し、医療・福祉・保健の幅広い職種からなる他メンバーと協調する

ことの重要性を理解する。（Ⅵ-３）

３． 患者の問題を把握し、問題対応型の思考を行い、生涯にわたる自己学習の習慣を身につけるなど問題対応能力獲得の重要性を

理解する。（Ⅰ-４）

４． 患者及び医療従事者にとって安全な医療を遂行し、安全管理の方策を身に付け、危機管理に参画するために、安全管理の

重要性やその取り組みや機能を理解する。（Ⅱ-９）

５． 医療の持つ社会的側面の重要性を理解し、保健医療法規・制度、医療保険、公費負担医療、医の倫理・生命倫理を理解し、

適切に診療することの重要性を理解する。（Ⅰ-２,Ⅱ-１２）

事前事後学習の方法

配布された講義資料をもとに復習をすること。

成績評価方法・基準

１． 出欠状況および授業態度により総合的に判断する。

２． 評価方法は各講座により異なる。

○ 教　科　書

矢崎義雄編　「内科学」第12版　2022年 朝倉書店

○ 参　考　書

特に指定しない。

　　 講義：２３０５講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R6.12.6 金 5・6 メディカルプロフェッショナリズム：総論 PR
01
03

01
01

01,02
02

藤野　昭宏（医学概論）

12.6 金 7・8 医師としてのプロフェッショナリズム  1 PR

01
01
02
02
03
04

01
02
01
03
01
01

01,02
01,02
01,02
01,02
01,02

01

上田　陽一（学長）

12.9 月 5 医師としてのプロフェッショナリズム  2 PR 04 01 02 堀江　正知（副学長）

12.9 月 6 医師としてのプロフェッショナリズム  3 PR
01
01
03

01
02
01

01,02
01,02
01,02

田中　文啓（病院長）

担　　当　　者

医のプロフェッショナリズム
【Medical Professionalism】

担当責任者　　教授 （第3内科学）　原田　大　　

豊かな人間性、患者や医療倫理を尊重する姿勢、コミュニケーション能力、チーム医療での役割を果たすのにふさわしい人格、

十分な医学知識、技術の習得、自己研鑽の意欲、態度を生涯にわたり継続する資質の習得を目標とする。

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目



　　 講義：２３０５講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

担　　当　　者年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

12.9 月 7 医師としてのプロフェッショナリズム  4 PR
01
04

01
01

01,02
02,03

酒井　昭典（医学部長）

12.9 月 8 医師としてのプロフェッショナリズム  5
PR
PR
SO

02
04
05

03
01
02

01
02
03

上野　晋
（産業生態科学研究所長）

12.11 水 7・8 メディカルコミュニケーション
GE
CM
SO

04
01-03

06

01,02
種田　博之（人間関係論）

12.12 木 5・6 医療制度・医療政策 SO 01 02 02 村松　圭司（公衆衛生学）

12.12 木 7・8 チームとしてのプロフェッショナリズム  1 IP 02
02
03
04

01
01
01

江角　元史郎（NST)

12.13 金 1・2 医療情報管理 IT
01
01
02

01
02
01

01
01
02

村上　玄樹（医療情報部）

12.13 金 3 チームとしてのプロフェッショナリズム  2
PR
GE
GE

04
01
03

01
06
06

02
01,02

03

白石　朝子
（緩和ケアセンター）

12.13 金 4 チームとしてのプロフェッショナリズム  2

GE
GE
CM
CM

01
03
01
02

06
06
02
03

01-03,05
06

01,02
01

藤井　有沙
（緩和ケアセンター）

12.13 金 5・6 チームとしてのプロフェッショナリズム  3
IP
CS
CS

02
05
05

04
05
06

01
02

01,02

未定
（医療の質・安全管理部）

12.13 金 7・8 チームとしてのプロフェッショナリズム  4 PR 02 02 02 鈴木　克典（感染制御部）

12.16 月 5・6 チームとしてのプロフェッショナリズム  5

GE
PR
PS
CM
CM

01
04
03
01
02

06
01
04
02
03

01
02,03
26,27

02
02,04

永田　昌子
（両立支援科学）

12.17 火 3 医療と倫理:生殖医療と倫理 PR 04 01 03
網本　頌子

（産科婦人科学）

12.17 火 4 医療と倫理:生殖医療と倫理 PR 04 01 01 菅　秀太郎（小児科学）

12.18 水 3・4 医療と倫理：脳死判定と臓器移植 CS 02 04 41
秋吉浩三郎（学外）

（麻酔科学）

12.18 水 5・6 医学研究：研究倫理とプロフェッショナリズム RE 05 02 01 藤野　昭宏（医学概論）

12.18 水 7・8 医療と倫理：病院倫理委員会の意義と実際 PR 04 01 02 藤野　昭宏（医学概論）

12.19 木 6・7 医療と倫理：医薬品の副作用と救済制度 RE 05 02 01
未定 （学外）

（薬理学）

12.23 月 3・4 医学研究：基礎医学研究と倫理 RE 05
01
02

01
02

岡村　匡史（学外）
（動物研究センター）

12.23 月 5・6 医学研究：基礎医学研究と倫理 RE
03
05
05

04
01
02

01
01
02

遠藤　元誉（分子生物学）

12.23 月 7・8 医学研究：臨床研究と倫理 RE 05 02 01
岡田　洋右

（臨床研究推進センター）


